
 2023年前期講座　初回持参用具一覧表
※　持物には、所属クラス・氏名を忘れずにお書き下さい。
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＜古山先生＞
F10号キャンバス、ク
ロッキー帳（F6以上）、
鉛筆、木炭、練り消しゴ
ム、フィクサチーフ、アク
リル 又は油彩用具一
式

2

＜真鍋先生＞
デッサン用具：鉛筆2H〜6B位、カッター、練り
消しゴム、ガーゼ等(木炭も可)

※描いた作品を持ち帰るためのカルトン、袋等

金 1 2

2
B

＜大川先生＞
木炭か鉛筆を選択してください(初めての方は木
炭推奨)
①木炭デッサン：木炭紙、木炭(伊研360)、ガー
ゼ、芯ぬき、紙やすり#240※１枚15円で販売あり
②鉛筆デッサン：木炭紙サイズ画用紙、鉛筆４H
〜6B
※①②共通で、練り消しゴム、プラスチック消し
ゴム、カッター、エスキース帳(F８程度）、ティッ
シュペーパー、擦筆、その他普段使っているデッ
サン用具

日 1

 ６：目玉クリップは各自ご持参ください。

※月曜夜間A・B共通で、この用紙の裏面に
「詳細持参用具」を掲載しています。ご確認ください。　→

 １：イーゼル・カルトン(画板)、水彩用筆洗バケツはアトリエに用意してあります。

 ２：こちらで用意した道具箱、専用の棚に置いていけます（※隔週夜間クラスは、原則としてクラス全体で使用する棚のみとなります）。

＜遊馬先生＞
はさみ、アラビアゴムのりorボンド、色紙(100
均)
筆記用具※台紙となる紙の販売はあります
※前回ご受講の方は、以前の授業の余りの色
紙をお持ちください

 ３：油彩制作後、石鹸等による筆の洗浄はできません。（排水を汚染してしまうため）

 ４：画用紙(木炭紙サイズ・B3サイズのみ)・木炭紙、木炭は、1F事務所で販売しております。

 ５：絵の具などの汚れを拭き取る布 (ウエス)、新聞紙が必要な人はご持参ください。

＜中尾先生＞
鉛筆とクロッキー帳は必須。課題初回は鉛
筆か木炭（伊研　No.360（柳）丸軸）を推奨。
パステル、色鉛筆、油彩アクリル等自由で
す。木炭紙、画用紙は木炭紙サイズまで。
油彩、アクリルのキャンバスは20号まで。
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＜真鍋先生＞
デッサン用具：鉛筆2H〜6B位、カッター、練
り消しゴム、ガーゼ等(木炭も可)

※描いた作品を持ち帰るためのカルトン、
袋等

＜古山先生>
初級：スケッチブック（6
号）、鉛筆4B位、練り消
しゴム、色鉛筆、アクリ
ル絵具等
中級：キャンバス、万年
筆セット、アクリル絵の
具、色鉛筆等
※万年筆セットを当ス
クールで販売します。

・セーラー筆DEまんね
ん
　1,500円
・セーラーコンバーター
  700円
・プラチナカーボンイン
ク
  1,650円
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＜川合先生＞
初心者向け課題：木炭デッサン用具一式(木炭
紙4枚、木炭紙大クロッキー用紙3枚、木炭セッ
ト［木炭(伊研360)・ガーゼ］　※事務所で購入
可
経験者向け課題：各自使用するデッサン用具
一式、画面サイズは20号まで
自主制作課題：各自のテーマ、自主制作のた
めの画材、画面サイズ100号まで

 ＜川合先生＞
彫塑用粘土ベラ(お持ちでない方は画材店で1
本購入ください)
粘土作品を持ち帰るための紙袋。

1

＜藤田先生＞
制作する風景の資料を持参(写真やスケッチ
等)
キャンバス、油彩道具一式、アクリルも可

＜中尾先生＞
木炭（伊研　No.360（柳）丸軸推奨）、鉛筆、木炭紙（スクールでも販売可）4
枚、練り消しゴム、ガーゼ、カッター、クロッキー帳、フィクサチーフ

1木
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＜大見先生＞
各自の制作に必要な風景スケッチや風景写真
を持参ください
クロッキー帳又はスケッチブック、鉛筆、木炭、
練り消しゴム等
着彩用具(水彩・パステル・色鉛筆等)
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＜藤田先生＞
デッサン用具一式、(木炭、練り消しゴム、
ガーゼ、木炭紙)、クロッキー帳(エスキース
用)

＜大川先生＞
木炭か鉛筆を選択してください(初めての方
は木炭推奨)
①木炭デッサン：木炭紙、木炭(伊研360)、
ガーゼ、芯ぬき、紙やすり#240※１枚15円
で販売あり
②鉛筆デッサン：木炭紙サイズ画用紙、鉛
筆4H〜6B
※①②共通で、練り消しゴム、プラスチック
消しゴム、カッター、エスキース帳(F８程
度）、ティッシュペーパー、擦筆、その他普
段使っているデッサン用具、フィクサチーフ

＜今井先生＞
初参加で初心者の方：「りんご」1個を描くこと
から始めます。スケッチブック(F4〜F6)、鉛筆
(2B,4B、6B)、練り消しゴム、カッター、りんご
経験者の方：各自制作の為の用具(経験者も
基本のデッサンからおさらいしても良いです)
自由制作：制作に必要な画材+資料

＜真鍋先生＞
デッサン用具：鉛筆2H〜6B位、カッター、練
り消しゴム、ガーゼ等(木炭も可)

※描いた作品を持ち帰るためのカルトン、
袋等
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＜大川先生＞
Aクラス Bクラス：木炭か鉛筆を選択してくださ
い(初めての方は木炭推奨)
①木炭デッサン：木炭紙、木炭(伊研360)、ガー
ゼ、芯ぬき、紙やすり#240※１枚15円で販売あ
り
②鉛筆デッサン：木炭紙サイズ画用紙、鉛筆
4H〜6B
※①②共通で、練り消しゴム、プラスチック消し
ゴム、カッター、エスキース帳(F８程度）、ティッ
シュペーパー、擦筆、その他普段使っている
デッサン用具、フィクサチーフ

1

＜古山先生＞
F10号キャンバス、ク
ロッキー帳（F6以上）、
鉛筆、木炭、練り消しゴ
ム、フィクサチーフ、アク
リル 又は油彩用具一
式

火

＜遊馬先生＞
はさみ、アラビアゴムのりorボンド、色紙(100
均)
筆記用具
※台紙となる紙の販売はあります

※その他紙類は先生が用意販売します

B

＜出射先生＞
水彩紙(細目)又はケント紙、画用紙
A3、8～10号
透明水彩＋アクリル白、ガッシュ、アクリル一
式、小皿又は紙皿１～２枚
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１クラス ２クラス 夜間クラス

月
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＜村山先生＞
筆、透明水彩絵の具、アルミパレット（24色程度）、鉛筆（F、HB程度)、練り
消しゴム、プラスチック消しゴム、カッター、ティッシュペーパー、水彩紙。

※AB共通で、この用紙の裏面に「詳細持参用具」を掲載しています。ク
ロッキー以外の授業で使用する画材です。ご確認ください。

＜出射先生＞
～10号キャンバス
油彩又はアクリル一式

＜出射先生＞
木炭、(伊研360,又は200)、ガーゼ、芯ぬ
き、練り消しゴム、木炭紙

＜出射先生＞
～10号キャンバス、油彩又はアクリル一式

＜坂口先生＞
   ☆初回は赤をテーマに描きます。
赤もしくは赤に近い色のモチーフをひとつ持
参。(卓上に乗るサイズのもの。果物、野菜、
小物等）、赤いモチーフが写り込んだ写真で
も可だが、初心者はを実物を持参すること。
赤いモチーフとは別に構成、背景等に使う写
真を１～2枚。
油彩、アクリル、水彩のいずれかの道具一
式。油彩・アクリルの方はキャンバス、F８号を
２枚。※その日中に持ち帰るため、キャンバ
スクリップ必須(抱合せで持って帰るようにす
る)。
赤色、赤系の絵の具は必須。水彩の方は水
彩紙1枚。アクリルの方は、リタ―ディングメ
ディウムがあれば尚良い。
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■その他、ご不明な点がございましたら右記までお問い合わせ下さい。 上野の森アートスクール　TEL：03-5817-2810　／FAX：03-3836-0066



月曜夜間クラス持参画材詳細

1. コットン水彩紙ブロックタイプ（4号または 6号）…推奨：アルシュ細目、またはウォーターフォード・ホワイト中目、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ラングトンプレステージ中目、アヴァロン中目など。
2. コットン水彩紙ブロックタイプ（SMサイズ程度）…試し描き用の小サイズ。上記と同じ紙が望ましい。ブロックが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   なければリングタイプでもよい。
3. 筆…丸筆 ( ナムラ FW推奨：4号 ,6 号 ,10 号 ,16 号 )、ナイロン丸筆 (0号 )、リス毛羽管筆 (1号 ,3 号 )、羊毛絵刷毛 (20号 )
　　　初日に持参できなければお手持ちのもので結構です。
4. 透明水彩絵の具 ( メーカー問わず )
　　　赤系…●バーミリオン　●カドミウムレッド　●キナクリドンレッドまたはアリザリンクリムゾン
                          ●オペラ、　●ペリレンマルーン
　　　青系…●フタロブルー（レッドシェード）またはピーコックブルーまたはウィンザーブルー（レッドシェード）、
　　　　　　●ウルトラマリン　●セルリアンブルー　●ターコイズブルー   ●ぺインズグレー
　　　黄系…●イエローオーカー　●カドミウムイエロー　 ●レモンイエロー
　　　緑系…●フタログリーンまたはフーカスグリーンまたはビリジャン　●ペリレングリーンまたはシャドーグリーン
　　　　　　●テールベルト
　　　紫系…●パーマネントバイオレット
　　　茶系…●1. バーントシェンナ　●バーントアンバー　
　　　白系…●不透明水彩のチタニウムホワイトまたはパーマネントホワイト
　　　初日に持参できなければお手持ちのもので結構です。
5. アルミパレット (24 色程度 )
6. 鉛筆 (F,HB,B 程度 )
7. 練り消しゴム、プラスチック消しゴム
8. カッター
9. ティッシュペーパー（多めに）
10. 自主作品制作者は必要なサイズの水彩紙。水張りが必要な場合はパネル・水張りテープを持参のこと。

上野の森アートスクールは Twitter、LINE、YouTube、ブログで情報を発信しています。
それぞれ、「上野の森アートスクール」と検索すれば出てきます！まずはホームページにアクセス！
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公式
ホームページ

▼　カリキュラムの詳細は、ホームページからでもご確認いただけます。　▼


